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平成 15年度東京ウィメンズプラザの助成金が
UIFA JAPON設立 10周年事業に ::

正宗 量 子

UIFAの 創立から40年 、そして UШ A JAPON設 立か

ら早や 10年 の月日が流れた。その間に開催された 13回

の世界大会、アジアの隣人韓国と交流、第 12回 UIFA

世界大会に世界の会員を日本に招聘したりと、その活動

には目覚ましいものがある。

今年は 10年 目の区切 りで、様々な行事や事業を展開

中で、その
一助にと平成 15年 度の東京ウィメンズプラ

ザ民間活動助成事業に応募 した。事業名は 「UIFA

JAPON設 立 10年 の歩み、ジ タ〕1/―/И a″ ‐ショント成」

である。面接を経て、日出度くタイムリーに今年度の助

成金を頂く事に決定した。東京ウィメンズプラザ事業の

目的は、民間の自主的な研究や活動に対し個人や団体に

補助金の助成を行い、東京における男女平等参画推進に

関る自主的な活動の促進を図り、男女平等参画社会の実

現と達成にあるという。難解ながらグローバルな視座で

活動している私たち女性建築家の小国際団体にも、社会

に認知されるチャンスがあり、その微かな光の道が開か

れつつあるのを感じる。年毎に重要なテーマは変るが、

その活動が公的な目的に沿い皆に役立たねばならないの

だ。主な活動拠点が東京にある、政治 ・宗教団体に属さ

ない、非営利活動グループである、期間は 1年 間、事業

終了後 2ヶ 月以内に実績報告書を東京都知事に報告する

事等など条件を満たすための作業が直ちに必要で、会員

の協力なくしては遂行することはできない。

既に、去る 4月 、 ド ・ラ ・トゥール UIFA会 長を招き

名古屋能楽堂で会長の講演会、交流会、伊勢神宮や鳥羽
ヘツアー、そして、写真展 「わたしにとつてのユニバー

サルデザイン」に至っては、実に多様な女性視点が盛 り

込まれ、内容豊かな感性を感 じるデジタル化の素材は既

にスタンバイしている。どうアイデアを練り料理し完成

させるかぜひ皆様の潜在している知恵を集結したい。こ

の 10年 の歩みは、UIFA」 APON発 展の基礎固めの期間

だった。内外の交流を更に深め、社会に貢献するための

基盤の時代とそのデジタル化に興味がありご協力して下

さる会員は、是非事務局までご連絡をお願いしたい。

国際女性建築家資料館一IAWA―の
アドヴァイザー会議に行つてきました !

松川 淳 子

米 国の ヴァージニア州立 大学の中にある IAWA

(International Arch市 e of Women in Architecture=

国際女性建築家資料館)一 おなじみのミルカ ・ブリズナ

コフさん (ヴァージニア州立大学名誉教授 ・UIFA会 員)

によつて 1985年 に設立されたこのアーカイヴは、UIFA

本部とも緊密な連携を持ちながら世界の女性建築家資料

を収集しています。

2003年 9月 から3年任期のア ドヴァイザーに選ばれ、

年次総会へお招き頂いたのを機会に、名前だけしか知ら

なかったその存在を確認しようと、会合日程が日本の連

体に重なっていたのを幸いに、アーカイヴに行つてきま

した。

州立大学の教授陣を中心に運営されているこのアーカ

イヴの年に
一度の会合には、世界各地からア ドヴァイザ

ーが集まり、次の
一年間に向けて活動の方針や行事、予

算などについて検討するのです。今年は、パキスタンの

ヤスミーンさんなども含めて、15人 ほどのア ドヴァイザ
ーが集まり、ポットラックによるランチや湖への遠足な

ど楽しい行事も織り交ぜながら、アーカイヴ (資料館)

の活動の推進について検討しました。新米ア ドヴァイザ
ーの私も、来年はあの喧々譜々の議論の輪に入る方策を

整えなくてはなりません。

アーカイブのツアーを終えて図書  ヴ ァージニア州立大学のニュ

館前のアドヴァイザーたち     ― マンライブラリで行われたア
ドヴァイザー会議 写真:1四‖

*:AWAに ついては、報告会を予定しています。いずれ詳細を

お知らせします。



学枷のトイレを考える

学校のトイレを変えよう

rlЧ木 率「子

■学校 トイレにいけない子どもたち

過去、トイレは4Kと 言われ、多くは劣悪な環境でしたが 16
～17年位前から商業施設をはじめ、駅、公園、オフィス、住

宅等多くの場所でトイレの改善が急激に進みました。学校のト

イレは、それから10年遅れて動きがはじまり6～7年 が経過し

ました。学校トイレにいきたくないとの子どもたちの声がマス

コミに取り上げられたのも動きの引き金の 1つになったよう

でした。日本 トイレ協会や衛生機器メーカー等で造っている学

校 トイレ研究会が、全国各所で教育委員会等を対象に現状を考

えるセミナーを実施し、さらに、関心が高まっていきました。

我々の事務所がはじめて学校トイレの仕事を依頼されたのは

1997年 で、私立の女子中学校でした。少子化に伴う入学者数減

少に何とか歯止めをとの目的でした。次は、財政難で学校の改

築が進まない中、子どもの学校環境の改善を少しでも向上しよ

うとトイレの改修を行うことにした世田谷区からの依頼でした。

調査を進めていくと、2～3割 の子どもたちは、排尿さえ我慢し

ていることがわかり異常事態だと思いました。また、現地の多

くで見たのは、寒々しいしみだらけのテラゾー塗りの壁、狭く

簡易過ぎるブースの壁等々、男女の区画さえないのもあり、衝

撃さえうけました。これでは、子どもたちの気持ちは当然と思

う一方で自分の昔使った学校 トイレを思い出しました。

学校環境の劣悪さ

は、昔のほうがひど

かつたことは明らか

です。また、最近の

住宅や公衆 トイレの

快適化との差を差し

引いて考えてみても、

何が何でも我慢して

しまうのには疑間が

残ります。

要因はハー ドな面ばかりではなく、心理的な問題も含んだ

ソフトな面と複合されているようです。さらには、我が国の

経済的、物理的に恵まれた環li‐の中で、子どもに限らず人間

の環境への適応力の幅が狭くなつていて、食べる、寝る、排

泄するといつた人間の生物としての生きる原′点の部分が弱く

なっているのではないか。そのため、 トイレにいくのが恥ず

かしい、からかわれる、いじめられるとの声は、排泄力り、と

して健全に捉えられていない現れと思えるのです。

「変わる学校の トイレ」 小林純子著
草土文化

一人になれる居場所、我慢しないで行きたくなる

トイレ、子供達の思いや、声なき希望を
一緒に考え、

楽しい トイレを実現した著者の英知がここにはある。

豊富な図,表,イラスト、読みやすい文章。 (中 野)

■みんなで考える学校 トイレ改修

改修にあたつては、排泄の意味や トイレの役害1、人と心地よ

く使いあう方法、掃除の仕方等の現実的側面と同時に、 トイレ

の歴史、世界の人のトイレの形など幅広く学習し、 トイレに興

味を持たせながら造ることにしました。また、自分たちのトイ

レとの意識を強化するため、設計途中も子どもたちの声を聞き

進めていきました。完成したトイレは子どもたちの学校の自慢

の 1つになりました。また、みんなが楽しんでトイレに行くう

ちに、彼らにとってトイレが

あたり前の場所にもなってい

きました。

山崎小学校回収前

改修後の丸い壁のある新トイレ:いくつかのス
ケッチから満場一致で子供達に選ばれたプラン。
理由は 「学校には丸い所がないから」。

■今後の問題、U:FAへ の期待

参加型のトイレ改修は広まっていますが、様々な問題も

見えてきています。 1つ は、拡大しているとはいえ、改修

に着手したトイレは、全国で34,000校 もある公立小中学校

の中では焼け石に水の状態であることです。 2つ 目は、き

れいなトイレを維持するために清掃が追いつかないことで

す。清掃の教育、清掃のシステムの検討、また、清掃性の

あるトイレ造りのための建材や機器開発が望まれます。 3

つ目は、コストの低減化です。清掃性はコストと密接に関

係があります。少ない全体予算で多く改修するために質の

担保がままならないのが現実です。それでは冒頭の図の子

どもの絵のようにホッとできる空間造りは難しくなります。

4つ 目は、参加型の設計は、時間と労力がより多く掛か

りますが、設計者選定は設計料の入札によるもので、現実

的には実現が厳しいことです。設計者としては、半ばボラ

ンティア的に、要望を大切にし、丁寧に造っていくことが

求められているのが現実といえます。

また、一方、コストの関係から今行われている改修には、

間仕切壁や便器のみの取替えで終わつているケースも多

いようです。せつかくの改修を子どもたちの今後に生かし、

トイレに行けない切実な子どもたちを救うためにも、また、

トイレの改善を学校全体の環境を変えるきつかけにす

るためにも、なにか有効な方法を見つけたい。

今後の■IIFAの活動に大きな期待を寄せています。

(写真・図は 『変わる学校のトイレ』より)

n 0 0 2

藤村中学校の丸い鏡のある手洗いコーナー



私らしくはたらく
―地域で、組織で N03

<地 域で>

NPO法 人グリーンネックレスと私
一東京多摩地区の地域活動一   林 屋 雅 江

■グリーンネックレス (GN)へ の参加

GNは 、99年 の夏、」R中 央線三鷹～立川沿線 6市 を

舞台に発足した。当時小金井市の都市計画マスタ
ープラ

ン策定委員をしていた私は、市民サイ ドのまちづくり活

動を知りたくて、早速参加。その後 02年 のNPO法 人

化とともに理事として、現在に至っている。

GNは 、 」 R中 央線高架化事業に伴うまちづくリヘ市

民参加の場の提供、市民 。行政 。計画者
・企業 。大学を

含めた協働体制の構築に、NPOと して進行役を努める

などである。小金井市の場合 「ひと、水、緑、ふれあい

のまち小金井」を鉄道高架化事業に反映させて、環境共

生軸の実現を願 うものである。下図は高架橋に降る雨水

利用のイメージ図で、雨水 (17万 トン/年 )を 貯水槽に

ため、側道街路樹や、周辺の植栽への散水、親水空間 (ビ

オ トープ、公園など)へ の導水、緊急時の水供給などを

提案するものである。

イラスト:林屋

■3つ のプロジエク ト

全ての活動は高架化事業と関わつており、 3つ のプロ

ジェクト 「水環境」「駅舎デザイン」「まちかど広場」に

大別される。また、市民参加の契機づくりとして、「小金

井を歩く会」を結成、市内をユニバ
ーサルデザインの立

場からチェック、さらに公共施設の障害者用 トイレ約

100箇 所の実測資料も女性会員 (GNの 監査役)が 収集

しているので、これらを、提案 。改善に向けて図面化を

(地元法政大学の協力)し た。このまちづくりのチェッ

クは、法政大学、東京学芸大学の教員、学生との協働
・

連携へと繋がつている。

このようにNPO活 動を通じて地域の 「人の輪」の波

及的な広がりは、感動的ですらある。私自身老後も住み

続けたいまち。小金井への期待をこめて、そして、設計家

としても勉強になり、得ることは大きい。

会員の多くは企業人であり、専従者が居ないこともあ

って、活動時間には制約がある。今後各種の活動の推進

役として、専門性のある退職者、主婦に求めているが、

思うようにはいかない歯がゆさがある。従つて、私や地

域で仕事をする編集者など、自営業で時間のやりくりが

可能な人に雑務が集中しがちある。ことに、イベントの

直前には、超多忙となり自問自答、反省することもある

が、また、やりがいのある仕事 (ボランティアよ !)で

もある。

<組 織で>

自治体の中のわたし
石川 和 代

■営繕課に異動して 6年

私の職場は台東区都市づくり部営繕課。自治体職員で

す。自治体の建築職には大きく分けて、建築行政、営繕

行政、まちづくり行政の 3つ の仕事があります。営繕課

はその名の通り営繕行政を担当しています。具体的には、

保育園や学校、区民館等の区が所有する建物の改修や新

築工事の設計および工事監理が主な業務になります。

私は入区当初、建築課で行政指導を担当していました。

その後、営繕課に異動して今年で 6年 目になります。最初

はペンキの塗替一つとつても、何
一つ知らない事ばかり

でした。工事が
一件終わるごとに覚えた事が少しずつ増

え、最近になつて、ようやく大抵のことは、自分なりの

対処が出来るようになってきました。

■中学校の大規模改造工事を手がけて

耐震補強、設備の充実
と共に、プランや外観
も変更し、明るいイメ
ージになった葛飾区の

中学校 (左上 :施工前、

右 :施工後)

写真 :石川

とりわけ、今年 3月 に完了した、中学校の大規模改造

工事は設計から施工まで全てを担当し、多くのことを学

んだ現場でした。ただし、設計業務は設計事務所に委託

し、私は工事監理が仕事でした。

この工事は学校統廃合に伴う校舎整備だつたため、父

兄や学校の先生方からの期待や要望も大きく、教育委員

会の要望も 「従来の学校のイメ
ージでないものを」とい

うものでした。この要望を満たすため、まず事務所には

外観イメージの変更を指示しました。躯体は、耐震補強

をする以外は既存ですから、設計者には随分悩んでいた

だいたことと思います。結局、柱型にアルミパネルで化

粧をし、4層 オ
ーダー風にしました。この外装に金属系

の素材を使 うことをはじめ、材料選択や色遣い等は随分、

自由にやらせていただきました。結果的に、その色遣い

は上司から 「女性らしい」と評価され、なるほど個性と

は一生懸命やれば自然と滲むのかと
一種の自信となりま

した。

空間的には「きれいな トイレ」が
一つのテーマになり、

以前の倍の、ほぼ教室
一つ分の広さに相当するスペ

ース

を確保し、明るく高級感のある仕上げにしています。

こうした事の
一つ一つを時に設計者や施工者と、時に

は先生と、或いは上司やその他の方達と、口角沫を飛ば

しながら議論し作り上げる事は、知らぬ間に私に力をつ

けてくれたようです。

これからも一件
一件の工事を大切に、前向きな議論を

尽くした仕事をしていきたいと思います。その経験や達

成感は私の財産であり、建築行政やまちづくり行政に携

わる時にも味わいたいと思つています。

鐵
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圏

導繊幸衰腱姦燎鷲鰺う議窯職籍 彎



■lIIFA会 員の本
住空間の家族学 「心 ・体」感覚で考える
山田初江著 彰 国社
「住宅」から 「道」へ 「道」から 「街」ヘ

の視点をもつ、その住空間を実現させる手
がかりとして伝統の知恵に学ぶ、としつつ

新しい考え方に基づくデザイン、環境への

配慮、暮らしへの豊かなしつらいが絶妙な
バランスで組み込まれている。「′い・体」が
主題であつて、形態、技術などは副題の手
法であるといいつつ、設計、施工技術、ディ

テールにいたるまで細心の配慮で創られる住空間はすがすがし
い。空間と家族の営みを融合させた住空間の家族学。林 ・山田
。中原設計同人の山田初江さんの新著。次代に引き継ぐ心配り
に満ちた一冊である (渡辺)。

川への関心が川をきれいに

須永 椒 子

今年 7月 27日 に江戸開府 400年 を記念して、日本橋川、神
田川、小名木川という3本 の川を船で巡るという催しを実施し
た。その前日、川をめぐる街づくりについて経験者に語つても
らうというシンポジウムを日本橋川沿いの三菱倉庫ビルで実施、
実践編として船に乗つて 3り||を一回りして東京の橋や風景を実
際に見て考えてもらおうという趣向だつた。300人 の募集にそ
の倍以上の申込みがあり、その関心の高さにまず驚かされた。
30人乗りの漁船 6艘 を三崎橋 (千代田区)と 高橋 (江東区)の
2ヵ 所の防災船着場から3艘づつ出発させ、午前年後の 2回 走
らせた。この他 NPO地 域交流センターの協力によりEボ

ート
という組立の船と、東京商船大学 (現東京海洋大学)の 10人

乗りの練習船と伝馬船を出してもらった。伝馬船は江東区の和
船の会のメンバーが出向き、櫓さばきを披露。この常磐橋から
日本橋までのミニクルーズも大人気で、あらかじめ告知しなか
ったにもかかわらず、200人 も乗つて好評だつた。

暑い時期なので水の汚れ
や臭いなども主催者側として
気にしていたが、そういつたこ
ともなくむしろ参加者には水
辺が魅力的に映つたようであ
る。午前の干潮により漁船が
座礁するというアクシデントが
あつても、乗船者たちからは
自然を再認識した、思わぬ

経験をしたと好意的な反応が返つてきた。日本橋川担当の、「船
に乗ると

“
街時間
"か
ら
“
川時間
"に
変わる」といつた反応も

面
宝ぉフ矢レ トは日本橋川、神田川、隅田川で活動してきた方
たち、それに私たち NPO江 東区の水辺に親しむ会が協力実施
したもの。川の魅力をできるだけ多くの人に知つてもらいたい

という熱い思いの持ち主ばかりだからこそ、可能にしたイベン

トだつた。今回のイベントで、これまで意識されることが少な
かつた川のファンをまた増やすことができたと思う。
川は注目されることによりますますきれいになる。川への関
心を持つ人か増えることにより、水辺をどうしていつたらいい

かについてもみんなで考えることが出来る。協力した各団体の

方たちからのまた来年もやりたいという反応に、十分手ごたえ
のあるイベントになつたと感 じている。 写真 :須永

製

製
儡 薇 蜘 柳

躙 郷輯
集開始。UD小 冊子販売を目標に編集開始。

■この指とまれ報告

ゆつたりと豊かに一富田玲子さんと宮代町を訪間
永井 彩 子

好天に恵まれて、田園の町を訪れ
るにはまことに気持ちの良い日だ
った。最初に進修館、草の生えたな
だらかな斜面にゆつたりと広がっ
た建物、20年 を経て建物の北側は、
町の特産の葡萄色のグラデーショ
ン、南側はピンクから淡いオレンジ、

黄色に塗られてやさしい印象になつていた。時を重ねてまわり
の自然と溶け合い存在感を増していた。中に入れば、木製の建

具からのやわらかい光を受けて輝いているウッドブロックの床。
こんなに美しい床を見たことがあるだろうか。本の椅子に座つ

てまずお茶。きれいなカーヴのテーブルにも葡萄のガラスがは
め込まれている。各部屋の間は

一転して眩しい光があふれ、明
暗処理の巧みさを感ずる。
公園の間を通つて笠原小学校へ。瓦屋根の重なりを遠望しな
がら近づく。町のシンボルとしての学校という理念がよく理解
できる。子供達はみんなハダシ (冬もだそうです)。イキイキと
している。教室からそのまま庭へ走り出せるようになつていて、
いろいろな形の足洗い場が通路毎に造られている。あちこちに
アルコーブや魅力的なしかけがあつて、遊びの場や居場所にな
っている。学校全体が生きていることが実感できる。はじめ600

人だつた生徒が今は 250人 と少子化が進んでおり、また合併問
題で揺れる町が今後どのように変化してゆくのか見守ってゆき
たい。
のどかな田園の真っ只中をゆっくり歩いて斉藤家住宅へ、美
しい屋敷林に囲まれてゆつたりと配置されたシンプルな住まい、
土間の吹き抜けは力強い構造を見せ、木肌の美しさにしばし見
とれてしまう。
渡辺さんのしつかりした資料もあつて、本当の豊かさとはな
にかを考えた、収穫の多い秋の

一日だつた。これだけのものを
造り上げるエネルギーがどこにひそんでいるかと思わせる物静
かな富田さん。有難 うございました。 写真 :井 出

徹03‐3493‐1541品 川区広町1‐3‐22

木造～RC造 設計 ・施工

須永)。


